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Abstract  
     Geological structures of the Mikabu greenstones and Northern Chichibu Terrain were studied in the 
Miune-Tsurugisan area, Middle East Shikoku.  The Mikabu greenstones and phyllite with schistose sandstone 
and chert of the Northern Chichibu Terrain are folded by the Tanimichi antiform, which occurs from north of 
Tanimichi, to north of Shiragayama with ENE-WSW trending.  Thick basaltic volcanic rocks of the Northern 
Chichibu Terrain, occurring in the south wing of the antiform, occupy the same structural horizon as the Mikabu 
greenstones.  Therefore, the volcanic rocks are possibly correlative with the Mikabu greenstones.  The 
Tanimichi antiform is displaced by the left-lateral strike-slip Kaminirogawa fault, and probably extends eastward 
to the Kisawa area in East Shikoku.   
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はじめに 

 

 高知県香北市・大豊町から徳島県三好市東

祖谷にかけての三嶺
み う ね

－剣山地域で，御荷鉾緑色

岩類から秩父北帯にかけての地質構造に関す

る研究を行った．ここでは，武田ほか（1977）

による御荷鉾緑色岩類とその南側の秩父北帯

の地質構造に関する研究や，伊熊ほか（1981）
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による秩父北帯の地質構造に関する研究など がなされており，御荷鉾緑色岩類の南側にア

ンチフォームが存在することが明らかにされ

ている．また，石田ほか（2007）により，御

荷鉾緑色岩類の南限に北傾斜のオコヤトコ-

名頃断層という衝上断層が存在することが明

らかにされている．この地域の東側にあたる

徳島県では，秩父北帯のジュラ紀付加コンプ

レックスは御荷鉾緑色岩類の上に南傾斜で乗

るとされている（Yamakita，1988；山北，1998，

松岡ほか，1998 など）．また，三嶺－剣山地域

の西側にあたる大豊－香北地域でも，同様に秩

父北帯のジュラ紀付加コンプレックスが御荷

鉾緑色岩類の上に南傾斜で乗るとされている

（Yamakita，1988）． 

 最近，四国中西部や中央部の御荷鉾緑色岩

類は，秩父北帯のジュラ紀付加堆積物中に衝

上シートとして含まれている可能性が示され，

それらがアンチフォーム・シンフォームを作

っていることが明らかにされた（村田ほか，

2010；村田・前川，2011）．三嶺-剣山地域は，

四国の秩父帯では最も地形が急峻であること

から，全体の詳細な地質分布が明らかになっ

ていなかったが，四国中西部や中央部の地質

構造と同様の観点から，地質構造の見直しを

行った．その結果，武田ほか（1977）などが

示したアンチフォームの存在が確認され，四

国中西部や中央部のものと同様のアンチフォ

ームで御荷鉾緑色岩類が褶曲している可能性

がでてきたので，ここに報告する． 

 なお，三嶺（1893.4m）は高知県と徳島県の

県境にある山であり，高知県では「さんれい」，

徳島県では「みうね」と呼ぶのが一般的であ

る．本報告では，「みうね」を採用している． 
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 第１図 四国中東部の御荷鉾緑色岩類分布域~秩父北帯． 四国地方土木地質図編纂委員会 

   （1998）より作成． 
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地質概説 

 

 四国中東部の三嶺-剣山地域では，北西側か

ら三波川変成岩類，御荷鉾緑色岩類，秩父北

帯の雲早山ユニット（石田・香西，2001），

黒瀬川帯のペルム紀付加コンプレックス，新

期伊野変成コンプレックス（脇田ほか，2007），

ジュラ紀付加コンプレックス，そして三宝山

帯の大平山ユニット（松岡ほか，1998），斗

賀野ユニット（松岡ほか，1998），そして三

宝山ユニット（松岡ほか，1998）の順番に配

列している．なお，これらのユニット区分に

ついては，四国東部や四国中央部などの他地

域で使われているユニット区分名（松岡ほか，

1998；石田・香西，2001 など）を用いており，

主に岩質区分に基づいて行われているが，未

確定の部分も多い．  

 三波川変成岩類は，御荷鉾緑色岩類の北側

に分布しており，主に泥質片岩からなる（第

２図）．三嶺北方の菅生
すげおい

から久保蔭にかけて

は緑色片岩がアンチフォームの軸部に分布し

ており，御荷鉾緑色岩類に含められている場

合もあるが（Takeda, 1984；石田ほか，2007），

ここでは構造層準の違いから御荷鉾緑色岩類

には含めていない．御荷鉾緑色岩類は，地域

西部の笹越北方から天狗塚北方，三嶺北方，

そして丸笹山北方へ，幅 1.7km~3.2km で分布

している（第２図）． 

 秩父北帯にはジュラ紀付加コンプレックス

が分布しており，地域東方の四国東部木沢地

域の雲早山ユニットの南西延長と考えられる．

本地域では剣山周辺の雲早山ユニットは，左

横ずれの上韮生川-鮎喰川断層（伊熊・市川，

1978），あるいは上韮生川断層（村田，1988，

1990a，1990b）で変位して，白髪山，綱附森，

笹周辺に分布している（第２図）．ここで雲

早山ユニットとしたものは，上韮生川断層の

南東側では，松岡ほか（1998）の上吉田ユニ

ット・遊子川ユニットとされたものに相当す

ると思われる．雲早山ユニットは，乱雑層，

千枚岩を主とし，チャート，緑色岩類，砂岩，

石灰岩などからなっており，いずれも変成し

てやや片状となっている．上韮生川
かみにろうがわ

断層の北

西側では，松岡ほか（1998）では，ユニット

区分がなされておらず空白となっているが，

地域南西方の大豊-香北地域では，柏木ユニッ

ト，上吉田ユニット，住居附
すまいずく

ユニットとされ

ている．なお，第２図の三嶺-剣山地域の地質

図では，ジュラ紀付加コンプレックスの凡例

については，チャートなどは各ユニットで共

通であるが，乱雑層などはユニットごとに別

の模様で描かれている． 

 黒瀬川帯の新期伊野変成コンプレックス

（脇田ほか，2007）としたものは，地域東縁

部の新九郎山付近に二帯に分かれて分布して

おり，泥質片岩・砂質片岩や緑色片岩・青色

片岩などの緑色岩類からなる（第２図）．こ

の緑色岩類には変成鉱物としてアルカリ角閃

石が普通に含まれる．ペルム紀付加コンプレ

ックスとしたものは，地域南東部の中東山
なかひがしやま

か

ら新九郎山南方にかけて分布し，乱雑層，石

灰質砂岩，泥岩，緑色岩類からなる（第２図）．

ペルム紀付加コンプレックス分布域には，上

韮生川断層に近い部分で黒瀬川古期岩類の花

崗岩が分布している（第２図）．また，新期

伊野変成コンプレックスやペルム紀付加コン

プレックスは，蛇紋岩の産出を伴っている． 

 三宝山帯の大平山ユニット（松岡ほか，1998）

は，和久保南方の十二社衝上断層のすぐ上盤

にあたり，乱雑層とペルム紀の紡錘虫を産出

する石灰岩を含む（第２図）．斗賀野ユニッ

ト（松岡ほか，1998）は，久保沼井
く ぼ ぬ る い

から口西 
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山，石立山北方にかけて分布し，チャートと

砂岩・砂岩泥岩互層からなり（石田，1987）

（第２図），チャート-砕屑岩ユニット（松岡

ほか，1998）に相当する．三宝山ユニット（松

岡ほか，1998）は，石立山付近の仏像構造線

の北側に分布し，乱雑層と石灰岩，緑色岩類，

チャートなどのブロックからなる（石田，1987）

（第２図）．

 

   

   第３図 三嶺-剣山地域の断面図． 凡例は第２図と同じ． 

 

秩父北帯北縁部の谷道アンチフォーム 

 

 三嶺-剣山地域では，御荷鉾緑色岩類の南側

には秩父北帯のチャートが少量の緑色岩類，

石灰岩，千枚岩を伴って北の 50°~60°程度

傾斜して分布している（第４図左上，右上）．

御荷鉾緑色岩類と秩父北帯のチャートなどの

境界は同様に北に 60°程度傾斜した断層と考

えられ，オコヤトコ-名頃断層と呼ばれている

（石田ほか，2007）． 

 秩父北帯北縁部には，高知県香美市明賀北

方から徳島県三好市谷道南方，三嶺（みうね）南

方，名頃南方，そして名頃西方にかけて，東

北東－西南西トレンドのアンチフォームが存

在する．このアンチフォームは，武田ほか

（1977）による第３図の東祖谷地域地質図南

縁部の三嶺・天狗塚南方に示されているもの

であり，伊熊ほか（1981）の第１図の秩父累

帯の構造図ではさらに北東方，南西方に延び

ることが示されている．ここでは，このアン

チフォームを谷道アンチフォームと呼ぶ． 

 谷道アンチフォームの軸部には，主として

千枚岩が，そしてその両側に片状砂岩，緑色

岩類（緑色片岩）が分布する．これらの地層

は，明賀北北西で，南傾斜の砂岩優勢層に伴

われる砂岩泥岩互層中に級化層理が確認され

ることから，逆転していないと考えられる（第

４図右下）．緑色岩類の北側・南側にはチャ

ート（珪質片岩）および千枚岩が分布してお

り，北翼のチャートおよび千枚岩の北側には

御荷鉾緑色岩類が分布している．南翼のチャ

ートおよび千枚岩の南側には，分布幅が最大

700 mに達する厚い玄武岩質凝灰角礫岩および

凝灰岩からなる緑色岩類が分布している（第

４図左下）．谷道アンチフォームの中での構

造的に占める位置から判断すると，この厚い

緑色岩類は，御荷鉾緑色岩類に対比できる可

能性がある（第２，３図）． 
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 谷道アンチフォームの南側の地層は，白亜

系物部川層群の北限とされる御在所山衝上断

層（伊熊，1980；伊熊ほか，1981）まで，基

本的に南傾斜のチャート，砂岩，千枚岩，緑

色岩類からなり，基本的にアンチフォームの

南翼を構成すると考えられる（第２，３図）．

なお，本地域の御在所山衝上断層は，そのト

レースと地形から判断すると，60°以上の高

角度で北に傾斜していると考えられる． 

 谷道アンチフォームの南翼で，御在所山衝

上断層のすぐ北側の雲早山ユニットの緑色岩

類は，変成鉱物としてアルカリ角閃石を含ん

でおり，これより，御荷鉾緑色岩類分布域ま

ではアルカリ角閃石を含む変成作用を受けて

いると思われる．まだ十分検討が進んでいな

いが，この付近の雲早山ユニットは，四国中

西部の秩父北帯では，名野川衝上断層上盤の

中津山ユニット（Hada & Kurimoto, 1990）

に対比されると考えられる． 

 

 

  第４図 三嶺-剣山地域の露頭写真． (a)：三嶺付近の御荷鉾緑色岩類と北傾斜のチャート． 

(b)：天狗塚付近の御荷鉾緑色岩類とチャートの分布．(c)：白髪山北方の玄武岩質凝灰岩．(d)：明賀北方

の正常層を示す級化層理．矢印は南上位の向きを示す．  

 

他地域の秩父北帯北縁部の地質構造との 

類似性 

 

 四国西部の御荷鉾緑色岩類分布域から秩父

北帯にかけての地域では，御荷鉾緑色岩類は

ジュラ紀付加堆積物中に衝上シートとして含
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まれており，それらが褶曲して小田川アンチ

フォームやうつむき山アンチフォームを作り，

御荷鉾緑色岩類が複数列に分かれて分布する

ことが示されている（村田・前川，2011）．

また，四国中央部でも，御荷鉾緑色岩類が

上八川
かみやかわ

－池川アンチフォームで褶曲し，その南

翼に御荷鉾緑色岩類と構造的に同じ層準を占

める位置に，凝灰角礫岩を主とする緑色岩類

が分布している（村田ほか，2010）．本地域

の谷道アンチフォームは，これらの他地域の

アンチフォームと同様の構造を作っていると

考えられる。 

 三嶺－剣山地域の谷道アンチフォームは，さ

らに東北東方では，北東－南西性の左横ずれ断

層である上韮生川断層で変位した後，徳島県

美馬市から神山町にかけての分布幅の狭い御

荷鉾緑色岩類の南側に存在するアンチフォー

ムに連続すると考えられる（村田，未公表資

料）．この付近でのアンチフォームは，これ

までの研究（Yamakita, 1988；山北，1998 な

ど）ではその存在が知られていないものであ

る． 

 三嶺－剣山地域の谷道アンチフォームは，地

域西縁部の明賀
みょうが

付近で西北西－東南東性の断

層で左横ずれに 800m程度変位していると考え

られるが，さらに西南西方へどこへ延びるの

かはまだよく分かっていない．Yamakita 

(1988)によると，本地域西方にあたる大豊-香

北地域（Yamakita(1988)の Fig.12）では，秩

父北帯の地層は御荷鉾緑色岩類の上に南傾斜

で重なることが明らかにされているため，谷

道アンチフォームは，御荷鉾緑色岩類分布域

内へ延びる可能性がある． 

 

上韮生川断層と明賀－名頃断層，綱附森断層 

 

 北東－南西性の左横ずれ上韮生川断層（伊

熊・市川，1978）は，三嶺-剣山地域南西部の

久保沼井周辺の白亜系物部川層群の南東限を

通り，東熊川に沿って北東に延び，高の瀬西

方を通って，剣山北方の見ノ越周辺に達する

と考えられる（村田，1990b）．なお，上韮生

川断層のトレースに関しては，剣山南方を通

るとする考えが示されている（石田ほか，

2008）． 

 谷道アンチフォームの南側には，これにほ

ぼ沿うように，東北東－西南西走向の明賀－名

頃断層の存在が報告されている（伊熊ほか，

1981）．また，ほぼ同じ位置に活断層とされ

る右横ずれの綱附森
つなつけもり

断層の存在が明らかにさ

れている（活断層研究会編，1991）．両断層

は，特に南西部でそのトレースに相違がある

が，その主要部では明瞭な線状地形が認めら

れることから，断層が存在することは間違い

ないと思われる．そのため，三嶺-剣山地域の

地質図には，綱附森断層のトレースが破線で

示されている（第２図）．しかしながら，明

賀-名頃断層あるいは綱附森断層と，その周辺

の地層とは，走向がほぼ平行であるため，ず

れのセンスや変位量など両断層の詳細を地質

学的に確認することはできなかった．綱附森

断層などは，さらに北東方，あるいは南西方

へは延長しないと考えられるが，同様の活断

層として徳島県神山町に右横ずれ鮎喰川断層

系の存在が報告されており（活断層研究会編，

1991），どの程度の変位量を持つかなどは今

後の課題である． 

 

まとめ 

 

（１）四国中東部の三嶺-剣山地域の秩父北帯

北縁部には，谷道アンチフォームが存在し，

それによって御荷鉾緑色岩類も褶曲している．

秩父北帯北縁部の厚い緑色岩類は，谷道アン
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チフォームの南翼に位置し，御荷鉾緑色岩類

と構造的に同じ層準にあることから，御荷鉾

緑色岩類に対比される可能性がある． 

（２）谷道アンチフォームは，三嶺-剣山東縁

部で，左横ずれ上韮生川断層によって変位し，

四国東部の秩父北帯北縁部のアンチフォーム

に延びる可能性がある． 

（３）秩父北帯に存在する明賀-名頃断層ある

いは綱附森断層とされる断層は，東北東-西南

西走向で活断層の可能性が指摘されているが，

周辺の地層の走向とほぼ平行であるため，ず

れのセンスや変位量を地質学的に明らかにす

ることはできなかった． 
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